

















































































































法の話でとめて 親にはさらに詳しく金属製品産地分析などの話へと深めているし、②では子への貝塚の話にはじまっ 、円形遺構という繋がりから親には環状列石・環状木柱遺構などへと話を発展させている。つまりまずは子どもに読ませ、ついで親が子 理解力や関心を持 た事柄 あわせて、話を掘り下げたり周辺の話に広げつつ語り合っていけるようにし あ 、という企画 ある。
本書タイトルの「親子でまなぶ」というのはこ
うした意味だったわけで、同じ一冊を親子が っしょに楽しめるといっても いし、 まず
亘らせるとともに、⑪の埴輪の配置、古墳群と墓の主、天皇と陵墓との関連性など、おのおののテーマ 最新の研究状況に注意を払ってもいる。
考古学といえば、日本人が日本文を書き記す文
字を持っておらず そのために政治制度・社会経済から行住坐臥のすべてに亘って記す文献が存在しない時代 扱うも と思われてきた。だから旧石器時代から古墳時代ごろの実相を探る学問とみなされ、文献史料のある時代では歴史学の補助学と位置づけられてきた。とくに室町時代や江戸時代ともなれば、文献史料や絵画資料によるイメージで十分に実相に迫り得 いて、考古学の扱う時代でないかのような先入観がある。
しかし、いまの考古学はそうした理解を超えて
いる。本書の⑱ 取り上げられた越前朝倉氏の一乗谷で復原された町並みは驚きをもって紹介され、安土城本丸で見つかった清涼殿と同企画の殿舎址は信長と天皇の関係をめぐる新たな議論 呼び、青森の
十と
三さ
湊みなと
の町を拠点とする安東氏の日本海
交易の盛衰は目に見えるものとなった。⑲の島原の乱の舞台となった
原はら
城じよう
の破壊ぶりと埋葬され
た戦死者や東京都江東区の旧一橋高校跡地で出土した性病痕のある一般庶民の姿からは、戦国・江戸時代の文献より厳しい惨状が看て取れ らに⑳の明治時代の新橋ステイション転
てん
車しや
台だい
の話や
